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日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金によって支えられています。
赤十字のサポーターとして、活動を支えていただく「大きな力」となっています。ご協力、誠にありがとうございました。
※ 令和2年度第2四半期に千葉県支部へ直接10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了解いただいた法人（団体）のお名前を
　 ご紹介しています。なお、千葉県支部ホームページにおいてもご紹介しています。（敬称略・五十音順）

活動資金
協力企業
（団体）の

ご紹介

株式会社 エナジーワン（我孫子市） 小澤土地家屋調査士事務所（柏市） 株式会社 京葉銀行（千葉市中央区）
株式会社 ケーヨー（千葉市若葉区） 公益財団法人 新日育英奨学会（千葉市美浜区） 伸和ピアノ株式会社（千葉市花見川区）
千葉県ケーブルテレビ協議会（佐倉市） 株式会社 千弘商事（四街道市） 中央日化サービス株式会社（千葉市花見川区）
株式会社 ナレッジワーカー（市原市） 社会福祉法人 南小中台福祉会　南小中台保育園（千葉市稲毛区）
株式会社 ランドスケープ（習志野市） 株式会社 リロスタイル（市川市）

令和元年の台風、豪雨災害対応で千葉県知事感謝状を授与されました

　１１月２７日に災害救援物資搬送協定を締結している千葉県生活
協同組合連合会（生協）と、赤十字防災ボランティアが参加して災
害救援物資搬送訓練を実施しました。
　大雨災害や地震を想定し、毛布や緊急セット（日用品や携帯ラジ
オ、懐中電灯等）などの救援物資を生協と日赤のトラックで搬送し
ました。
　千葉県支部では、令和元年房総半島台風・大雨災害での活動経
験を踏まえて、関係機関・団体等との連携を深め、災害に備えてい
ます。

　12月21日に千葉県庁で、令和元年房総半島台風、東日本台風及び10月25日の大雨災害で応急対応、復旧・
復興の推進に大きな功績のあった団体に対する県知事感謝状贈呈式が行われ、千葉県社会福祉協議会及び当
支部が共同事務局を務める千葉県災害ボランティアセンター連絡会が知事感謝状を授与されました。
　同連絡会は、被災直後から86日間にわたり延べ849名の会員が、県や各市町村に設置された災害ボランティ
アセンターの立ち上げおよび運営支援を行い、被災者支援の功績を評価され受賞にいたりました。
　また、日赤千葉県支部、成田赤十字病院も医療福祉支援活動への功績が評価され感謝状を授与されました。

災害を想定した救援物資搬送訓練を実施
千葉県生活協同組合連合会、赤十字防災ボランティアと連携

公益財団法人新日育英奨学会様（金綱一男会長）から「新型コロナ
ウイルス感染症対策に役立ててほしい」と千葉県支部に寄付をいただき
ました。

同会の金綱一男会長には、日本赤十字社から金色有功章が贈呈され、
当支部の込山事務局長から伝達させていただきました。

いただいた寄付は、成田赤十字病院で来院者の体温測定を行うサー
モカメラの購入など、新型コロナウイルス感染症対応のために使わせて
いただきます。

新日育英奨学会様から新型コロナ感染症対策支援
として寄付をいただきました
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ともに歩む
～赤十字とボランティア～

災害から を守る赤十字いのち

千葉県青少年赤十字指導者協議会 会長 石田英一さん

●新型コロナウイルス感染症患者さん（軽症者・無症状者）が療養されている県内のホテルに医師、看護師をは
じめとしたスタッフ（救護班）を延べ175名派遣し、1,183名の患者さんに対応しており、現在も活動中です。 

　※数字は令和２年末現在 
●成田赤十字病院は、特定感染症指定病院として、新型コロナウイルス感染症対応を継続して行っています。
●外出の自粛や集団献血の相次ぐ中止により献血ご協力者が減少しています。輸血を待つ患者さんのために、

多くの皆さまの定期的・継続的な献血へのご協力をお願いしています。
　なお、三密を避けるため、献血ルームや一部の献血バス会場では事前の予約をお願いしています。
　献血会場や献血予約の詳細は血液センターホームページをご覧ください。

千葉県赤十字血液センター HP➡　　　　　

災害時の医療救護体制の強化や新型コロナウイルスなどの感染症拡大防止への対応など、日本赤
十字社のいのちを救うさまざまな活動は、皆さまからの継続的なご支援に支えられています。

新型コロナウイルス感染症に対して、
千葉県支部では継続して活動を行っています。

ご寄付のつかいみち 赤十字活動資金

皆様のご寄付（ご支援）でできることの一例
2,000円のご寄付で

感染症防護具 約1人分
　感染症まん延状況下で救護活
動を実施する際に必要な防護具

（マスク、フェイスシールド等）約
１人分を備えることができます。

毎月3,000円のご寄付を1年間継続で
安眠セット12人分 

緊急セット50人分 感染症対応ガイド（冊子）を260冊

　避難先での生活を少しでも快
適に過ごしていただけるよう、
キャンピングマット、枕などが一
式収納された「安眠セット」を12
人分備えることができます。

毎年10,000円のご寄付で

　新型コロナウイルス感染症への
理解を深め、不安な気持ちや差別、
偏見などが広がることを防ぐため
に、地域で配布するガイドを1年間
で260冊製作することができます。

毎月5,000円のご寄付を1年間継続で

　避難先での生活にあると便利
なマスク、ウエットティッシュ、ラジ
オ、懐中電灯、歯ブラシなどが一
式収納された「緊急セット」を50
人分備えることができます。

赤十字NOWの
バックナンバー
はこちら➡

赤十字の活動へ寄付をしたい、
または寄付について詳しく知りたい方はこちら➡

〈寄付についてのお問い合わせ〉
日本赤十字社千葉県支部　振興課　電話043-241-7531
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２１か国のメンバー約400人が参加
　世界中で新型コロナウイルスの感染が広がる中、１１月１５日に日本赤十字社
主催のオンライン国際交流が開催され、東アジア圏を中心に２１か国の青少年
赤十字メンバー約400人が参加しました。千葉県からも高校生３人が参加。語
学力を活かしたボランティアを行っている千葉県赤十字語学奉仕団から英会
話のアドバイスを受けて、ベトナム・フィジー・中国のメンバーに英語で活動紹
介を行うなど交流を深めました。

赤十字奉仕団
赤十字ボランティア

青 少 年 赤 十 字

千葉県青少年赤十字指導者協議会

石 田 英 一 会 長

「直接会えないけれど…」
                       オンライン国際交流を開催

青少年赤十字（Junior Red Cross）とは
青少年赤十字では、児童・生徒が赤十字の精神に基づき、学校教育
の中で様々な活動を行っています。子どもたちが主体的に取り組
み、知識と行動力を身につけることができるだけでなく、他者への
思いやりや優しさ、いのちの大切さを学び取る力を育むことができ
る防災教育なども行っています。

青少年赤十字の活動
子どもたちの主体的な取り組みを引き出し、知識と行動力、生き
る力を身につけるとともに、赤十字の培った人道の精神を育て、思
いやりや優しさ、いのちの大切さを学びます。

インタビュー

●千葉県香取市出身
●約１０年間JRC地区トレセン・スタディー・

 センター指導等に関わる

青少年赤十字の

態度目標

気づき 身近な問題を発見する

考え 問題解決のための道筋や
方法を探る

実行する 活動に取り組み、評価と反省を
次へ活かす

青少年赤十字の

実践目標

健康・安全 いのちと健康を大切にする

奉仕 人間として社会のため、人のために
尽くす責任を自覚し、実行する

国際理解・親善 広く世界の青少年を知り、仲良く
たすけあう精神を養う

　日本赤十字社が行っている活動は多くの赤十字ボランティアにより支えられています。
　今回は、赤十字ボランティアが行う活動への助言や研修を行っている赤十字奉仕団支部
指導講師の稲積修さんと髙柳善江さんのお二人に赤十字のボランティアについてお話を
伺いました。
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　これから活動する人、「ボランティ
アをやってみようかなぁ」と考えて
いる人に伝えたい赤十字ボランティ
アの魅力とは？
髙柳：赤十字マークをつけて活動でき
ることが一番の魅力というか強みだ
と思います。マークの持つ意味（人の
命と尊厳を守る）をしっかりと理解し
ながら、その組織（赤十字）の中で
活動するということ、その力強さ、一
人ではできない活動の幅広さがあり
ますね。

稲積：魅力を伝えるのは難しい。伝えて
伝わるものじゃない。やった本人が
感じるかどうか。だから、どうせやる
なら世界が認めた、そして時代が変
化しても変わらない赤十字ボラン
ティアをやってみたらどうですか、そ
んな感じです。

赤十字マークをつけて
活動すること、その力強さ

2
　時代とともにボランティアの存在
はどう変わってきたでしょうか？
　また、「これは変わらない」と思う
ことは？
髙柳：たくさんの人がボランティアをする
ようになり、認められ、あてにされるよ
うになって、活動しやすくなり、やりが
いも出たと思います。人のために、と
いう気持ちは昔から変わらない点で
すね。

稲積：社会福祉関係のボランティアの
普及が進んで、活動も深まってきて
いる。とても良いことですが、あくまで
大勢を対象にしています。困ってい
る人、ニーズが違う一人ひとりに目を
向けることは、いくら社会が進んでも
社会福祉が充実しても変わらない。
それが赤十字が活動を続ける理由
だと思います。

ひとりひとりに目を向けること。
それは変わらない

3
身の回りで自分ができること（ボ

ランティア）を見つけるには？
髙柳：まず周りで何が起きているかを知
ることです。なぜそれが起きたか、そ
こからニーズは見つかると思います。

稲積：日ごろからどれだけ注意深い生
活をしているか、ということ。他者、大
勢でなくても周りの人ひとりでいいか
らそこに気持ちが向いた生活をして
いるか、そういうことだと思います。

稲 積  修（いなづみ おさむ）さん
・元中学校校長、松戸市教育委員会学校教育部長
・元千葉県青少年赤十字指導者協議会副会長
・支部指導講師のほか、松戸市赤十字奉仕団副委員長

として、地区主催行事・献血協力等に取り組んでいる

日ごろから
注意深い生活を

4
　今、身の回りで注目していること、
興味があること、問題など（赤十字
の視点で）
髙柳：コロナ禍で人が人を誹謗中傷す
るような状況がありますね。そういう
ニュースなどを聞くと、赤十字の出
番かなと思います。青少年赤十字
（詳細は4ページ参照）では、子ども
の頃から人を大切にする精神を、特
別に学ぶのではなく、日ごろの生活
の中で自然に学び、育む工夫をして
います。その考え方や活動が、今ここ
で発揮されることを願っています。

稲積：コロナ禍において多くのボラン
ティア活動が停止して、ほぼ動けな
い日々 が続いたけれど、ここで大切な
のは活動のない中で失ったものを明
らかにすること。ボランティアの存在
意義を証明することだと思います。

日ごろの生活で
自然に学び、育む

5
赤十字ボランティアの研修で伝え

ていること、伝えたいことは？
髙柳：必要なところに目を向ける、必要
なら活動する、そういうところを大事
にしたいと思っています。

稲積：人ひとりの命と健康を大事にする
赤十字、それを伝えていきたい。社会
的なサービスから漏れている、届か
ないことに目を向け、活動するような、
そういった赤十字のエキスを伝え、み
なで考えていきたいと思います。

必要なところに目を向ける、
必要なら活動する

6
これから社会の中で赤十字ボラ

ンティアに期待されていること、課
題など
稲積：日本のように比較的豊かで安全
な中で赤十字への期待は弱く、見え
づらいかもしれないけれど、赤十字
の活動が必要なことに変わりはな
い。「あの人、赤十字やってるんだ」
と言われるような生き方をしたいし、
して欲しい。「赤十字のボランティア
だから何かしてくれる」、ではなく、
（その活動や態度で）「あの人は赤
十字のボランティアなんだ」と、そん
な風に地域や周囲の人にみられる、
感じてもらえるようになることを期待
しています。

「あの人赤十字なんだ」って
言われる人に

髙柳 善江（たかやなぎ よしえ）さん
・元小学校教諭、山武市教育委員
・千葉県赤十字安全奉仕団、千葉県青少年赤十字賛

助奉仕団員、平成１３年度から、支部指導講師として
活動している

赤十字ボランティアについてのお問い合わせ　
日本赤十字社千葉県支部  組織普及課奉仕係
電話043-241-7531

千葉県支部HP
（赤十字ボランティアページ）

市区町村で地域に根差した活動
をしているボランティアです。

地域赤十字奉仕団

災害時に立ち上がる災害ボラ
ンティアセンターのもとで「災
害ボランティア」として活動し
ます。また、当支部の救護活
動のサポートも行います。

赤十字防災ボランティア

18～35歳までの社会人や学生な
どで組織されるボランティアです。

青年赤十字奉仕団

専門技術や特技を活かして活動
するボランティアです。

特殊赤十字奉仕団

（香取市立栗源中学校長）

に聞きました

（１）子どもたちに必要なこと、青少年赤十字
が貢献できることは？

　高度情報化社会の中で、人とのかかわり方にも変
化が見られ、人間関係づくりに苦慮している子どもた
ちも増えています。いかに豊かな心を基盤とした人
間性を育んでいくかという観点から、青少年赤十字
を様々な場面で活かしていくことが必要と考えてい
ます。
　児童生徒一人ひとりの主体性をいかに育むか、社
会の変化が激しい中で逞しく生き抜く「生きる力」を
いかに育んでいくかという喫緊の教育課題に対して、

ボランティア活動を通じた　「気づき・考え・実行す
る」といった青少年赤十字の態度目標は、学校が目指
す児童生徒像にも大きく活かせると思います。

（２）青少年赤十字の取り組みのポイントにつ
いてお願いします。

　青少年赤十字は、決して特別な取り組みではなく、
どの学校の教育目標にもその理念は反映されてい
ます。青少年赤十字の行事そのものにスポットを当
てるのではなく、各学校において活かせるものは大
いに活用していく視点が重要だと思います。

石田先生
紹介
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　これから活動する人、「ボランティ
アをやってみようかなぁ」と考えて
いる人に伝えたい赤十字ボランティ
アの魅力とは？
髙柳：赤十字マークをつけて活動でき
ることが一番の魅力というか強みだ
と思います。マークの持つ意味（人の
命と尊厳を守る）をしっかりと理解し
ながら、その組織（赤十字）の中で
活動するということ、その力強さ、一
人ではできない活動の幅広さがあり
ますね。

稲積：魅力を伝えるのは難しい。伝えて
伝わるものじゃない。やった本人が
感じるかどうか。だから、どうせやる
なら世界が認めた、そして時代が変
化しても変わらない赤十字ボラン
ティアをやってみたらどうですか、そ
んな感じです。

赤十字マークをつけて
活動すること、その力強さ

2
　時代とともにボランティアの存在
はどう変わってきたでしょうか？
　また、「これは変わらない」と思う
ことは？
髙柳：たくさんの人がボランティアをする
ようになり、認められ、あてにされるよ
うになって、活動しやすくなり、やりが
いも出たと思います。人のために、と
いう気持ちは昔から変わらない点で
すね。

稲積：社会福祉関係のボランティアの
普及が進んで、活動も深まってきて
いる。とても良いことですが、あくまで
大勢を対象にしています。困ってい
る人、ニーズが違う一人ひとりに目を
向けることは、いくら社会が進んでも
社会福祉が充実しても変わらない。
それが赤十字が活動を続ける理由
だと思います。

ひとりひとりに目を向けること。
それは変わらない

3
身の回りで自分ができること（ボ

ランティア）を見つけるには？
髙柳：まず周りで何が起きているかを知
ることです。なぜそれが起きたか、そ
こからニーズは見つかると思います。

稲積：日ごろからどれだけ注意深い生
活をしているか、ということ。他者、大
勢でなくても周りの人ひとりでいいか
らそこに気持ちが向いた生活をして
いるか、そういうことだと思います。

稲 積  修（いなづみ おさむ）さん
・元中学校校長、松戸市教育委員会学校教育部長
・元千葉県青少年赤十字指導者協議会副会長
・支部指導講師のほか、松戸市赤十字奉仕団副委員長

として、地区主催行事・献血協力等に取り組んでいる

日ごろから
注意深い生活を

4
　今、身の回りで注目していること、
興味があること、問題など（赤十字
の視点で）
髙柳：コロナ禍で人が人を誹謗中傷す
るような状況がありますね。そういう
ニュースなどを聞くと、赤十字の出
番かなと思います。青少年赤十字
（詳細は4ページ参照）では、子ども
の頃から人を大切にする精神を、特
別に学ぶのではなく、日ごろの生活
の中で自然に学び、育む工夫をして
います。その考え方や活動が、今ここ
で発揮されることを願っています。

稲積：コロナ禍において多くのボラン
ティア活動が停止して、ほぼ動けな
い日々 が続いたけれど、ここで大切な
のは活動のない中で失ったものを明
らかにすること。ボランティアの存在
意義を証明することだと思います。

日ごろの生活で
自然に学び、育む

5
赤十字ボランティアの研修で伝え

ていること、伝えたいことは？
髙柳：必要なところに目を向ける、必要
なら活動する、そういうところを大事
にしたいと思っています。

稲積：人ひとりの命と健康を大事にする
赤十字、それを伝えていきたい。社会
的なサービスから漏れている、届か
ないことに目を向け、活動するような、
そういった赤十字のエキスを伝え、み
なで考えていきたいと思います。

必要なところに目を向ける、
必要なら活動する

6
これから社会の中で赤十字ボラ

ンティアに期待されていること、課
題など
稲積：日本のように比較的豊かで安全
な中で赤十字への期待は弱く、見え
づらいかもしれないけれど、赤十字
の活動が必要なことに変わりはな
い。「あの人、赤十字やってるんだ」
と言われるような生き方をしたいし、
して欲しい。「赤十字のボランティア
だから何かしてくれる」、ではなく、
（その活動や態度で）「あの人は赤
十字のボランティアなんだ」と、そん
な風に地域や周囲の人にみられる、
感じてもらえるようになることを期待
しています。

「あの人赤十字なんだ」って
言われる人に

髙柳 善江（たかやなぎ よしえ）さん
・元小学校教諭、山武市教育委員
・千葉県赤十字安全奉仕団、千葉県青少年赤十字賛

助奉仕団員、平成１３年度から、支部指導講師として
活動している

赤十字ボランティアについてのお問い合わせ　
日本赤十字社千葉県支部  組織普及課奉仕係
電話043-241-7531

千葉県支部HP
（赤十字ボランティアページ）

市区町村で地域に根差した活動
をしているボランティアです。

地域赤十字奉仕団

災害時に立ち上がる災害ボラ
ンティアセンターのもとで「災
害ボランティア」として活動し
ます。また、当支部の救護活
動のサポートも行います。

赤十字防災ボランティア

18～35歳までの社会人や学生な
どで組織されるボランティアです。

青年赤十字奉仕団

専門技術や特技を活かして活動
するボランティアです。

特殊赤十字奉仕団

（香取市立栗源中学校長）

に聞きました

（１）子どもたちに必要なこと、青少年赤十字
が貢献できることは？

　高度情報化社会の中で、人とのかかわり方にも変
化が見られ、人間関係づくりに苦慮している子どもた
ちも増えています。いかに豊かな心を基盤とした人
間性を育んでいくかという観点から、青少年赤十字
を様々な場面で活かしていくことが必要と考えてい
ます。
　児童生徒一人ひとりの主体性をいかに育むか、社
会の変化が激しい中で逞しく生き抜く「生きる力」を
いかに育んでいくかという喫緊の教育課題に対して、

ボランティア活動を通じた　「気づき・考え・実行す
る」といった青少年赤十字の態度目標は、学校が目指
す児童生徒像にも大きく活かせると思います。

（２）青少年赤十字の取り組みのポイントにつ
いてお願いします。

　青少年赤十字は、決して特別な取り組みではなく、
どの学校の教育目標にもその理念は反映されてい
ます。青少年赤十字の行事そのものにスポットを当
てるのではなく、各学校において活かせるものは大
いに活用していく視点が重要だと思います。

石田先生
紹介
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News &
Report

1

２１か国のメンバー約400人が参加
　世界中で新型コロナウイルスの感染が広がる中、１１月１５日に日本赤十字社
主催のオンライン国際交流が開催され、東アジア圏を中心に２１か国の青少年
赤十字メンバー約400人が参加しました。千葉県からも高校生３人が参加。語
学力を活かしたボランティアを行っている千葉県赤十字語学奉仕団から英会
話のアドバイスを受けて、ベトナム・フィジー・中国のメンバーに英語で活動紹
介を行うなど交流を深めました。

赤十字奉仕団
赤十字ボランティア

青 少 年 赤 十 字

千葉県青少年赤十字指導者協議会

石 田 英 一 会 長

「直接会えないけれど…」
                       オンライン国際交流を開催

青少年赤十字（Junior Red Cross）とは
青少年赤十字では、児童・生徒が赤十字の精神に基づき、学校教育
の中で様々な活動を行っています。子どもたちが主体的に取り組
み、知識と行動力を身につけることができるだけでなく、他者への
思いやりや優しさ、いのちの大切さを学び取る力を育むことができ
る防災教育なども行っています。

青少年赤十字の活動
子どもたちの主体的な取り組みを引き出し、知識と行動力、生き
る力を身につけるとともに、赤十字の培った人道の精神を育て、思
いやりや優しさ、いのちの大切さを学びます。

インタビュー

●千葉県香取市出身
●約１０年間JRC地区トレセン・スタディー・

 センター指導等に関わる

青少年赤十字の

態度目標

気づき 身近な問題を発見する

考え 問題解決のための道筋や
方法を探る

実行する 活動に取り組み、評価と反省を
次へ活かす

青少年赤十字の

実践目標

健康・安全 いのちと健康を大切にする

奉仕 人間として社会のため、人のために
尽くす責任を自覚し、実行する

国際理解・親善 広く世界の青少年を知り、仲良く
たすけあう精神を養う

　日本赤十字社が行っている活動は多くの赤十字ボランティアにより支えられています。
　今回は、赤十字ボランティアが行う活動への助言や研修を行っている赤十字奉仕団支部
指導講師の稲積修さんと髙柳善江さんのお二人に赤十字のボランティアについてお話を
伺いました。
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　これから活動する人、「ボランティ
アをやってみようかなぁ」と考えて
いる人に伝えたい赤十字ボランティ
アの魅力とは？
髙柳：赤十字マークをつけて活動でき
ることが一番の魅力というか強みだ
と思います。マークの持つ意味（人の
命と尊厳を守る）をしっかりと理解し
ながら、その組織（赤十字）の中で
活動するということ、その力強さ、一
人ではできない活動の幅広さがあり
ますね。

稲積：魅力を伝えるのは難しい。伝えて
伝わるものじゃない。やった本人が
感じるかどうか。だから、どうせやる
なら世界が認めた、そして時代が変
化しても変わらない赤十字ボラン
ティアをやってみたらどうですか、そ
んな感じです。

赤十字マークをつけて
活動すること、その力強さ

2
　時代とともにボランティアの存在
はどう変わってきたでしょうか？
　また、「これは変わらない」と思う
ことは？
髙柳：たくさんの人がボランティアをする
ようになり、認められ、あてにされるよ
うになって、活動しやすくなり、やりが
いも出たと思います。人のために、と
いう気持ちは昔から変わらない点で
すね。

稲積：社会福祉関係のボランティアの
普及が進んで、活動も深まってきて
いる。とても良いことですが、あくまで
大勢を対象にしています。困ってい
る人、ニーズが違う一人ひとりに目を
向けることは、いくら社会が進んでも
社会福祉が充実しても変わらない。
それが赤十字が活動を続ける理由
だと思います。

ひとりひとりに目を向けること。
それは変わらない

3
身の回りで自分ができること（ボ

ランティア）を見つけるには？
髙柳：まず周りで何が起きているかを知
ることです。なぜそれが起きたか、そ
こからニーズは見つかると思います。

稲積：日ごろからどれだけ注意深い生
活をしているか、ということ。他者、大
勢でなくても周りの人ひとりでいいか
らそこに気持ちが向いた生活をして
いるか、そういうことだと思います。

稲 積  修（いなづみ おさむ）さん
・元中学校校長、松戸市教育委員会学校教育部長
・元千葉県青少年赤十字指導者協議会副会長
・支部指導講師のほか、松戸市赤十字奉仕団副委員長

として、地区主催行事・献血協力等に取り組んでいる

日ごろから
注意深い生活を

4
　今、身の回りで注目していること、
興味があること、問題など（赤十字
の視点で）
髙柳：コロナ禍で人が人を誹謗中傷す
るような状況がありますね。そういう
ニュースなどを聞くと、赤十字の出
番かなと思います。青少年赤十字
（詳細は4ページ参照）では、子ども
の頃から人を大切にする精神を、特
別に学ぶのではなく、日ごろの生活
の中で自然に学び、育む工夫をして
います。その考え方や活動が、今ここ
で発揮されることを願っています。

稲積：コロナ禍において多くのボラン
ティア活動が停止して、ほぼ動けな
い日々 が続いたけれど、ここで大切な
のは活動のない中で失ったものを明
らかにすること。ボランティアの存在
意義を証明することだと思います。

日ごろの生活で
自然に学び、育む

5
赤十字ボランティアの研修で伝え

ていること、伝えたいことは？
髙柳：必要なところに目を向ける、必要
なら活動する、そういうところを大事
にしたいと思っています。

稲積：人ひとりの命と健康を大事にする
赤十字、それを伝えていきたい。社会
的なサービスから漏れている、届か
ないことに目を向け、活動するような、
そういった赤十字のエキスを伝え、み
なで考えていきたいと思います。

必要なところに目を向ける、
必要なら活動する

6
これから社会の中で赤十字ボラ

ンティアに期待されていること、課
題など
稲積：日本のように比較的豊かで安全
な中で赤十字への期待は弱く、見え
づらいかもしれないけれど、赤十字
の活動が必要なことに変わりはな
い。「あの人、赤十字やってるんだ」
と言われるような生き方をしたいし、
して欲しい。「赤十字のボランティア
だから何かしてくれる」、ではなく、
（その活動や態度で）「あの人は赤
十字のボランティアなんだ」と、そん
な風に地域や周囲の人にみられる、
感じてもらえるようになることを期待
しています。

「あの人赤十字なんだ」って
言われる人に

髙柳 善江（たかやなぎ よしえ）さん
・元小学校教諭、山武市教育委員
・千葉県赤十字安全奉仕団、千葉県青少年赤十字賛

助奉仕団員、平成１３年度から、支部指導講師として
活動している

赤十字ボランティアについてのお問い合わせ　
日本赤十字社千葉県支部  組織普及課奉仕係
電話043-241-7531

千葉県支部HP
（赤十字ボランティアページ）

市区町村で地域に根差した活動
をしているボランティアです。

地域赤十字奉仕団

災害時に立ち上がる災害ボラ
ンティアセンターのもとで「災
害ボランティア」として活動し
ます。また、当支部の救護活
動のサポートも行います。

赤十字防災ボランティア

18～35歳までの社会人や学生な
どで組織されるボランティアです。

青年赤十字奉仕団

専門技術や特技を活かして活動
するボランティアです。

特殊赤十字奉仕団

（香取市立栗源中学校長）

に聞きました

（１）子どもたちに必要なこと、青少年赤十字
が貢献できることは？

　高度情報化社会の中で、人とのかかわり方にも変
化が見られ、人間関係づくりに苦慮している子どもた
ちも増えています。いかに豊かな心を基盤とした人
間性を育んでいくかという観点から、青少年赤十字
を様々な場面で活かしていくことが必要と考えてい
ます。
　児童生徒一人ひとりの主体性をいかに育むか、社
会の変化が激しい中で逞しく生き抜く「生きる力」を
いかに育んでいくかという喫緊の教育課題に対して、

ボランティア活動を通じた　「気づき・考え・実行す
る」といった青少年赤十字の態度目標は、学校が目指
す児童生徒像にも大きく活かせると思います。

（２）青少年赤十字の取り組みのポイントにつ
いてお願いします。

　青少年赤十字は、決して特別な取り組みではなく、
どの学校の教育目標にもその理念は反映されてい
ます。青少年赤十字の行事そのものにスポットを当
てるのではなく、各学校において活かせるものは大
いに活用していく視点が重要だと思います。
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News &
Report Information

日本赤十字社の活動は、皆様からお寄せいただく活動資金によって支えられています。
赤十字のサポーターとして、活動を支えていただく「大きな力」となっています。ご協力、誠にありがとうございました。
※ 令和2年度第2四半期に千葉県支部へ直接10万円以上のご寄付をいただき、掲載をご了解いただいた法人（団体）のお名前を
　 ご紹介しています。なお、千葉県支部ホームページにおいてもご紹介しています。（敬称略・五十音順）

活動資金
協力企業
（団体）の

ご紹介

株式会社 エナジーワン（我孫子市） 小澤土地家屋調査士事務所（柏市） 株式会社 京葉銀行（千葉市中央区）
株式会社 ケーヨー（千葉市若葉区） 公益財団法人 新日育英奨学会（千葉市美浜区） 伸和ピアノ株式会社（千葉市花見川区）
千葉県ケーブルテレビ協議会（佐倉市） 株式会社 千弘商事（四街道市） 中央日化サービス株式会社（千葉市花見川区）
株式会社 ナレッジワーカー（市原市） 社会福祉法人 南小中台福祉会　南小中台保育園（千葉市稲毛区）
株式会社 ランドスケープ（習志野市） 株式会社 リロスタイル（市川市）

令和元年の台風、豪雨災害対応で千葉県知事感謝状を授与されました

　１１月２７日に災害救援物資搬送協定を締結している千葉県生活
協同組合連合会（生協）と、赤十字防災ボランティアが参加して災
害救援物資搬送訓練を実施しました。
　大雨災害や地震を想定し、毛布や緊急セット（日用品や携帯ラジ
オ、懐中電灯等）などの救援物資を生協と日赤のトラックで搬送し
ました。
　千葉県支部では、令和元年房総半島台風・大雨災害での活動経
験を踏まえて、関係機関・団体等との連携を深め、災害に備えてい
ます。

　12月21日に千葉県庁で、令和元年房総半島台風、東日本台風及び10月25日の大雨災害で応急対応、復旧・
復興の推進に大きな功績のあった団体に対する県知事感謝状贈呈式が行われ、千葉県社会福祉協議会及び当
支部が共同事務局を務める千葉県災害ボランティアセンター連絡会が知事感謝状を授与されました。
　同連絡会は、被災直後から86日間にわたり延べ849名の会員が、県や各市町村に設置された災害ボランティ
アセンターの立ち上げおよび運営支援を行い、被災者支援の功績を評価され受賞にいたりました。
　また、日赤千葉県支部、成田赤十字病院も医療福祉支援活動への功績が評価され感謝状を授与されました。

災害を想定した救援物資搬送訓練を実施
千葉県生活協同組合連合会、赤十字防災ボランティアと連携

公益財団法人新日育英奨学会様（金綱一男会長）から「新型コロナ
ウイルス感染症対策に役立ててほしい」と千葉県支部に寄付をいただき
ました。

同会の金綱一男会長には、日本赤十字社から金色有功章が贈呈され、
当支部の込山事務局長から伝達させていただきました。

いただいた寄付は、成田赤十字病院で来院者の体温測定を行うサー
モカメラの購入など、新型コロナウイルス感染症対応のために使わせて
いただきます。

新日育英奨学会様から新型コロナ感染症対策支援
として寄付をいただきました
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ともに歩む
～赤十字とボランティア～

災害から を守る赤十字いのち

千葉県青少年赤十字指導者協議会 会長 石田英一さん

●新型コロナウイルス感染症患者さん（軽症者・無症状者）が療養されている県内のホテルに医師、看護師をは
じめとしたスタッフ（救護班）を延べ175名派遣し、1,183名の患者さんに対応しており、現在も活動中です。 

　※数字は令和２年末現在 
●成田赤十字病院は、特定感染症指定病院として、新型コロナウイルス感染症対応を継続して行っています。
●外出の自粛や集団献血の相次ぐ中止により献血ご協力者が減少しています。輸血を待つ患者さんのために、

多くの皆さまの定期的・継続的な献血へのご協力をお願いしています。
　なお、三密を避けるため、献血ルームや一部の献血バス会場では事前の予約をお願いしています。
　献血会場や献血予約の詳細は血液センターホームページをご覧ください。

千葉県赤十字血液センター HP➡　　　　　

災害時の医療救護体制の強化や新型コロナウイルスなどの感染症拡大防止への対応など、日本赤
十字社のいのちを救うさまざまな活動は、皆さまからの継続的なご支援に支えられています。

新型コロナウイルス感染症に対して、
千葉県支部では継続して活動を行っています。

ご寄付のつかいみち 赤十字活動資金

皆様のご寄付（ご支援）でできることの一例
2,000円のご寄付で

感染症防護具 約1人分
　感染症まん延状況下で救護活
動を実施する際に必要な防護具

（マスク、フェイスシールド等）約
１人分を備えることができます。

毎月3,000円のご寄付を1年間継続で
安眠セット12人分 

緊急セット50人分 感染症対応ガイド（冊子）を260冊

　避難先での生活を少しでも快
適に過ごしていただけるよう、
キャンピングマット、枕などが一
式収納された「安眠セット」を12
人分備えることができます。

毎年10,000円のご寄付で

　新型コロナウイルス感染症への
理解を深め、不安な気持ちや差別、
偏見などが広がることを防ぐため
に、地域で配布するガイドを1年間
で260冊製作することができます。

毎月5,000円のご寄付を1年間継続で

　避難先での生活にあると便利
なマスク、ウエットティッシュ、ラジ
オ、懐中電灯、歯ブラシなどが一
式収納された「緊急セット」を50
人分備えることができます。

赤十字NOWの
バックナンバー
はこちら➡

赤十字の活動へ寄付をしたい、
または寄付について詳しく知りたい方はこちら➡

〈寄付についてのお問い合わせ〉
日本赤十字社千葉県支部　振興課　電話043-241-7531
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